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小麦の追肥に　関す　る　試験

八柳三郎・細　田　　清・閑　寛　蔵

（東北農試盛岡試験地）

これまでの試験で播種期及び播種量を異にした小麦の

分けつ節位別の有効化が，早播・適播では消雪期までに
1．試験方法の概要

止葉まで分化した分けつ茎の大部分が有効化することを　　　小麦農林33号を9月22日播種し（密度15×15e謹，2条

明らかにした．昭和28年度においては追肥による稔実の　　播），11月5日，3月30日，4月6日の3期に10アール

良化について試験を行ったのでその概要を報告する．　　当り窒素1．88毎を追肥し，それらの節位別翁効化並びに

第1表（そのⅠ）　主稗及び第1次分けつ茎の有効茎歩合（単位％）

第1表（そのⅡ）　第2次分けつ茎有効歩合（単位％）
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諸形質について調査した．

2．成績及び考察

3月30日及び4月7日追肥の追肥前における分けつ節

位別の幼穂分化程度はⅦ～Ⅸで，小花分化開始期に当り

各区の分けつ節位別の有効化は第1表の通りで，追肥区

は無追肥区に比して分けつの有効化が増加し，その程度

は追肥時期のおそいほど大きいことが知られる．出穂は

根雪前追肥区（11月5日）が，地区に比べて棉おくれる

柑

頼向があるが，早春追肥区は出穂遅延がみられず，むし

ろ第2・第3次分けつの出穂が早まる慣向がある．成熟

期の各形質は第2表の通りで，樺長・穂長・小穂数・1

穂重・椅子実重等は追肥によって良化され，特に幼穂形

成期の追肥（4月7日）がその効果が大きい．

以上の結果は竹上・五島氏が括摘している場合と同様

に寒冷地の小麦作においても追肥時期は年内または融雪

直後よりも幼穂形成期の追肥が収量増加に有利であると

いうことが出来よう．

馬鈴薯に対する加里増施効果の品種間差異

佐藤喜代助・工藤

（東　　北

筆者らは馬鈴薯増収栽培上の参考に供するため，品種

の早晩性と加里増施効果との関係について昭和31年及び

32年の2年間圃場試験を行った．ここにその結果の概要

を報告しておきたい．

1．試　験　方　法

第1表に示すような試験区を設定，次の品種を供試し

て4月24日に植付けを行った．

第1表　試　　験　　区
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註）1区面積並びに連制：3～6坪，3達制（分割
試験区法）

早生品種：トライアンフ・ワーノミ・男爵薯・オオジロ．

晩生種：農林2号・4710－112・農林1号・成南
白．

なお供試圃場の土性は置換性塩基並びに腐植に富む新

鮮な火山灰土（壌土）で．置換態加塁は反当約2貫程度
含有する圃場である．

2．だ験結果並びに考察

得られた結果は2カ年ともほぼ同様な偏向が認められ

純・大泉久一

農　　試）

たので，以下示す図表は2カ年の平均値によった．

1．加里増施による収量増加程度の品種間差異

加里増施により，個体当り着生上薯（20g以上の大き

さの塊茎）数は，いずれの品種もほとんど増加を見ない

が」二者平均1個重では各品種とも極端な加里多用区（10

・5貫区）を除いて，増施に伴い増大するため，塊茎収量

向上の傾向が認められた．

またその収量増加程度を早晩性別に見ると，晩生品種

第2表　生育末期における上着収丘比（％）

1956・1957　2カ年平均

這二警 貫0区は’忘甘宝甘忘

註）調査株数：各PlotlS株（3連計45株）
各区間の収量差は次の危険率でそれぞれ有意であ
っ釆二．

1956年　1957年
無加里区対有加里区　1％　　1％
〝　　　対3．5貫区　1　　　1
3，5其区対7．0貫区　有意でない　　5
7．0貫区対10．5貫区　　5　　　　5
なお1956年と57年における各品種の3．5耳区に
対する他区の比率は高い正の相関度を示した
（r＝0．954＊桝）．


